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- 2024-25年度クラブ活動テーマ -

感謝とリスペクトで紡ぐ
明るい未来



他クラブの課題

会員が増えない

女性会員が少ない

女性会員と男性会員の分断

幽霊会員が多い

若手会員とシニア会員の求めるものが違う



魅力溢れる六本木ロータリークラブ

品がよく居心地がよい

会員構成が多様

オープンでインクルーシブ

卓話のクオリティが高い 場所に恵まれている

食事が美味しい

IT対応に柔軟的

適正な規模



理事会構成メンバー



2024-25年度理事・役員構成



クラブ運営委員会 平川彰
プログラム委員会 松島正之
親睦活動委員会 平川彰
ニコニコBOX委員会 高倉太郎
広報委員会 鈴木聡子

会員組織委員会 安井悦子
会員増強・退会防止委員会 鳥居正男
ロータリー情報委員会 片岡雅敦
会員選考委員会 山中祥弘

奉仕プロジェクト委員会 髙栁公康
社会奉仕委員会 劒物美紀子
国際奉仕委員会 角山一俊
青少年奉仕委員会 三田大介
ロータリー財団委員会 秋津壽男
米山奨学委員会 安部義彦

委員会委員長



歴代２人目のRI女性会長
ステファニー A. アーチック氏

・アメリカ、ペンシルバニア州出身

・高等教育、コンサルティング、エンターテイメント業界
での職歴

・McMurrayロータリークラブ（米国ペンシルバニア州）所属

・RI理事、ロータリー財団管理委員、研修リーダー、
ロータリー財団地域コーディネーター、RI会長代理など、
RIで数多くの役職を歴任

・1991年にロータリーに入会して以来、インドとナイジェリア
での全国予防接種日（NID）の活動、ベトナムでの小学校建設、
ドミニカ共和国での浄水器設置など、
さまざまな国際奉仕プロジェクトに参加



『ロータリーのマジック』
The Magic of Rotary

プロジェクトを終えるたび、寄付するたび、新会員を迎えるたびに、
皆さんはマジックを生み出す

アーチック会長 RI 活動テーマ



「私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、
持続可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り合って行動する世界を
目指しています」

ロータリーのビジョン声明

RI会長強調事項

1.ポリオ根絶２.平和構築３.新クラブの結成４.会員の純増目標達成



国際ロータリー第2750地区 2024-25年
伊藤千恵ガバナー

『飛び立とう！原点を心に』
【所 属】 国際ロータリー第2750地区東京恵比寿ロータリークラブ

1995年11月8日東京恵比寿ロータリークラブ入会（チャーターメンバー）
２０１１－12年度 東京恵比寿ロータリークラブ会長

2018－19年度 地区幹事
2020－21年度 ガバナー補佐（山の手東グループ）
2022－23年度 地区会員委員会委員長
ロータリー財団メジャードナー
ポール・ハリス・ソサエティ会員
ポリオプラス・ソサエティ会員
ポール・ハリス・フェロー(マルチプル)、ベネファクター
米山功労者メジャードナー



地区重点目標



・原点を大切にしつつ、時代の変化に柔軟に対応した変化を起こす
・地区戦略計画、「3-year rolling targets / plans」に基づき、
継続性、一貫性のあるクラブ支援を行う
・地区委員会が連携し、協力体制でクラブを支援する

地区スローガン
～飛び立とう！原点を心に～



①ポリオ根絶の達成
②クラブの基盤強化・会員維持の支援
・クラブ戦略計画立案・実施の支援
・DEI推進の支援
・新会員のためのオリエンテーション・セミナーの開催
・クラブを超えた同好会・親睦の支援
③会員・ロータリーおよびローターアクトクラブ・地区・RIのつながりの強化
・地区ホームページの充実
・My ROTARY活用の支援
・地区情報提供誌「HAND BOOK」の発行
④地区補助金、グローバル補助金を活用したプロジェクトの立案・実行の支援

地区推進事項



・会員基盤強化に関するクラブへの推奨
①クラブ戦略計画に基づいた会員増強（純増）目標の達成
②女性会員の増強、若い世代（特に40歳未満）の会員の増強

・ロータリー財団への支援
年次基金への寄付1人：＄150 ポリオプラスへの寄付1人：＄30
ベネファクター会員99名までのクラブ：1名会員100名以上のクラブ：2名
メジャードナー地区で12名以上（レベル1～レベル4）
ポール・ハリス・ソサエティ新規入会者： 50名
ポリオプラス・ソサエティ 新規入会者： 100名

・公益財団法人ロータリー米山記念奨学会への支援
地区として特別寄付と普通寄付を合わせて1億円
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活動方針

・ 方向性を改めて見つめ直しながら、時代の変化に対応

・『３Year Rolling Targets/Plan』に基づき、翌年へと繋げる
継続性また一貫性のあるクラブ運営を行う

・『DEI』（多様性・公平さ・インクルージョン）の推進

・ 会員数６０名の実現



創立２０周年を迎える
東京六本木ロータリークラブ

・歴代会長と会員の皆様が育んで来られた厚い信頼と深い友情
・六本木ロータリクラブらしい個性と品位
・会員の皆様が感じられて来られた居心地の良さ
・身の丈に合った活動

素晴らしさを確認し、それを基軸に更にアップグレード



２０周年記念事業について

20周年記念委員会の構成 (敬称略)

20周年記念委員会の概要：
20周年記念式典、記念事業（奉仕活動など）、クラブ懇親などの企画・運営の活動をする



20周年記念式典の基本的なコンセプト：
20周年を迎えた六本木ロータリークラブの活動は、常にプライドを持って質の高い例会や奉仕活動を
してり、会員や関係者と良質な関係を続けています。
この活動を20年間続けられてきたことは六本木ロータリークラブメンバーの本質的なすばらしさです。
この事をメンバー皆、誇らしく、幸せに感じ、この良さを未来に100年つなげていきたいという思いを
コンセプトワードにします。

「六本木ロータリークラブビジョン声明」：
東京を代表する地域の一つである六本木で、地域社会と一体となり、
国内外で地位向上を図り、会員同士がひとり一人の能力と経験を活かし、継続的に理解・尊重しあえる
場とすること。

「共に築く未来の幸福」

20周年記念式典コンセプト



記念式典の開催方法：

グランドハイアット東京ボールルームでの例会、講演、パーティーの組み合わせ
による三部構成

開催案：
日時：2025年1月27日（月曜日）15：00～19：00
第一部15：00～15：40記念例会：活動報告（記念事業報告他）、表彰など
第二部15：50～16：50記念講演：尾身茂氏（公益財団法人結核予防会理事長）
第三部17：00～19：00記念パーティー：着席コース会食

エンターテイメント：NHK交響楽団による管弦四重奏



①結核予防会への物品寄付約50万円を記念事業として、2750地区補助金を申請
(承認済）・寄付実施

②2024年10月28日(月)～29日(火)に岡山県倉敷市大原美術館への懇親旅行を実施予定

③2024年11月中の例会にて、チャーターメンバーによる、創立記念スピーチを企画中

④ホームページリニューアル：
10周年時リニューアル以来、10年リニューアルできていない為
（西RCも60周年でリニューアル実施）
⑤20周年記念例会出席者に配布する記念冊子を発行予定

その他20周年記念関連：



ロータリーのロゴレイアウト
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